
11月23日の小金井 宮地楽器ホールは、トランペットの世界的奏者ラインホルト・

フリードリッヒの響きに包まれます。午前はトランペットとピアノのデュオで「バリア

フリー・ミニコンサート」を、午後はフリードリッヒ率いるスーパー金管五重奏団ユ

ナイテッド・ユーロ ブラス・クインテットによるゴージャスな演奏をお贈りします。

秋の公演を前に、フリードリッヒさんに話をうかがいました。

ラインホルト・フリードリッヒ

　トランペットの巨匠ラインホルト・フリードリッヒが小金井にやって

きます。1983年に名門フランクフルト放送交響楽団首席奏者に就

任し、1986年に難関ミュンヘン国際音楽コンクールで準優勝。

2003年からは世界的な名奏者たちで構成されるルツェルン祝祭

管弦楽団の首席奏者を務め、さらには後進の指導も熱心なトラン

ペット界のレジェンドです。

　トランペットの音といえば“輝かしい響き”ですが、トランペットを

知り尽くす名手フリードリッヒさんにとってのトランペットの魅力をう

かがうと、まさに響きの“光”だとおっしゃいます。

　「トランペットは、高音域に“クラリーノ”と呼ばれる“光”のような

性質を持っています。私は最初からトランペットの持つこの“光”に

魅せられてきました。また、トランペットは力強いだけでなく、とても

繊細です。R.シュトラウスのオペラ『ばらの騎士』で銀のばらを渡

すシーンや、マーラーの交響曲第5番などがそうですね。時に愉

快に、時に哀しみを訴えることのできる幅広い表現が可能な楽器

だと思います」

　トランペットの“光”、そして金管楽器の温かいハーモニーと多彩

な表現を存分に味わえるアンサンブルが、ユナイテッド・ユーロ 

ブラス・クインテットです。フリードリッヒさんが結成した金管五

重奏団で、メンバーは、フリードリッヒさんの愛弟子イェルーン・

ベルワルツ、世界で最も有名なトロンボーン奏者イアン・バウス

フィールド、そしてデンマーク国立響のラッセ・マウリッツェンと

トーマス・ロイスランドという、ヨーロッパのブラス界をリードする

精鋭たちです。フリードリッヒさんが選んだ実力派メンバーによる

アンサンブルは、息もぴったり。そんな 5人は音楽観も一致する

のだろうと尋ねると、「そうとも言えるし、そうでもないとも言えま

す」という興味深い答えが返ってきました。

　「メンバーはみんな素晴らしい個性の持ち主。それぞれの幅広

い音楽の襞や表現を交換・交流している 5人の集まりなんです。

本番中でも、急に思いついた良いアイデアでメンバーを“不意打

ち”するんですよ。演奏はいつも新しいアプローチになるので、前

回のコンサートの繰り返しになることは決してありません。これは常

にフレッシュなグループであり続ける秘訣でもありますね！」

　個性豊かな5人の“不意打ち”と、それに応える“音の対話”は実

にスリリングで、聴く側にとってこんなに楽しい音楽会はありませ

ん。が、演奏する側は集中力を相当使うはず。そんな演奏会の前

と後で、音楽家のみなさんはどのように過ごしているのでしょう。

　「人それぞれですね。瞑想するように静かに過ごす人もいれば、

身体を動かす人もいます。気分を鎮めるためにビールを1杯飲む

人もいますし、ダブル・エスプレッソを飲む人も。私は演奏前に水

を1杯飲みますね。でも演奏会後は一番大好きなワインを飲みま

す。ちなみに私が生まれたのはワイン処、ヴァインガルテン（英訳

するとワインガーデン）という街なんですよ」

　ワインの好きなフリードリッヒさんは、日本食も大好き。来日回数

も多いので、好きな日本食や日本での思い出の場所をうかがいま

した。

　「日本食ならなんでも好きですが、特にラーメン、餃子、しゃぶ

しゃぶ、すき焼き、焼肉、天ぷら、お寿司、刺身、そしてもちろん焼

き鳥も大好きです！ 思い出の場所は、広島県の宮島ですね。実

は妻（「バリアフリー・ミニコンサート」で共演するピアニストの竹沢

絵里子さん）にプロポーズした場所なんです。美しく神秘的なパ

ワーに満ちた宮島は、私たちにとって特別な場所なんですよ」。

　最後に、11月の公演に向けてメッセージをいただきました。

　「小金井 宮地楽器ホールでの皆様との時間をエキサイティング

にするとともに、皆様に音楽の“贈り物”をさせていただける機会

に、心から感謝しています。先ほども言いましたように、演奏会の

中で音楽がどう展開していくか、私たち自身も楽しみです。私たち

5人はブラスの響きと、偉大な作曲家の素晴らしい作品で、皆様

に『千一夜物語』のシェへラザードのように忘れがたい物語を語り

ます。ご来場をお待ちしています！」

個性豊かな 5人の名手による金管五重奏

毎回が新しいアプローチの演奏に

バロックからグレン ・ ミラー、 ビートルズまで

ブラスの響きと名曲で語る物語
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ユナイテッド ・ ユーロ　ブラス ・ クインテット
【THE SUPER PREMIUM】

2024年11月23日（土・祝）  15:00開演  大ホール

全席指定　一般 5,000円　U25席 2,500円
[こがねいメンバーズ] 一般 4,500円

トランペット：ラインホルト・フリードリッヒ、イェルーン・ベルワルツ
ホルン：ラッセ・マウリッツェン
トロンボーン：イアン・バウスフィールド
テューバ：トーマス・ロイスランド

ラインホルト ・ フリードリッヒ による

「バリアフリー ・ ミニコンサート」
11:30開演  小ホール

全席自由　一般1,000円　子ども（5歳～小学生）500円

※こがねいメンバーズ優待価格対象外

トランペット： ラインホルト・フリードリッヒ　ピアノ：竹沢絵里子

同日
開催

ひだ

REINHOLD FRIEDRICH


